



















































































































7 ᭶ 6 ᪥ 19 ᫬ 39 ศ  ᪂ぢᆅᇦ࡟኱㞵≉ู㆙ሗⓎ௧
20 ᫬ 00 ศ  ᮏᏛయ⫱㤋ࢆ୰ᚰ࡟㑊㞴ᡤ㛤タ㸦⥲ົㄢ࣭Ꮫົㄢࢆ୰ᚰ㸧ྠ᫬࡟୍
㒊ᆅᇦఫẸ㑊㞴
20 ᫬ 09 ศ  Ꮫ⏕࡬ࡢ୍ᩧ㏦ಙ࡟ࡼࡿ㑊㞴ᣦ♧ࡢ☜ㄆ
20 ᫬ 28 ศ  ⥲ົㄢ࣭Ꮫົㄢ࣭ᩍဨ࣭Ꮫ⏕࡜࡜ࡶ࡟య⫱㤋ෆࡢࣞ࢖࢔࢘ࢺࢆసᡂ
ࡋ㸦ࣃ࣮ࢸ࣮ࢩࣙࣥࢆ⏝࠸ࡿ㸧ࠊ㑊㞴ᡤ࡜ࡋ࡚ࡢయไࢆᩚ࠼ࡿ
20 ᫬ 50 ศ  ḟࠎ࡟ᆅᇦఫẸ࣭Ꮫ⏕㑊㞴㸦㣧ᩱỈ࣭⣬ࢥࢵࣉࡢ‽ഛ㸧
表１　避難所としての経過
ேᩘ㸦ᆅᇦఫẸ௚㸧 Ꮫ⏕ ྜィேᩘ
7 ᭶ 6 ᪥㹼㸵᪥ 56 ே 92 ே 148 ே  
7 ᭶ 8 ᪥ 1 ே 0 ே 1 ே  
表２　避難所としての収容した人数
ᚲせ≀ရ ≀ရ㸦ฟᒎ㸧





࿘㎶タഛ ᦠᖏ඘㟁ჾ 2 ྎタ⨨㸦య⫱㤋ධཱྀ㸧㸸ᬑẁࡣ኱ᏛࡀᏛ⏕⏝࡟฼⏝ࡋ࡚
࠸ࡿᶵჾࠊᡪ㢼ᶵࠊᘏ㛗ࢥ࣮ࢻ
ከ┠ⓗ࣮࣍ࣝ ࣭㹒㹔㸦ඖࠎࠊከ┠ⓗ࣮࣍ࣝ࡟タ⨨ࡉࢀ࡚࠾ࡾࠊ௒ᅇࠊ฼⏝ࡍࡿ㸧
表３　避難所開設に用いた物品
図４に示す体育館入
口にあるソファーは、
短時間の休息に利用
しやすい場である。体
育館内のフラットな
状態から椅子に座る
ことにより、動作を変
換することで、高齢者
や四肢機能に異常が
ある人は、日常生活に
近い形態がとれる。 
平成30年7月豪雨災害に伴う新見公立大学の避難所としての現状と今後への示唆
nanjumbijoho/index.html、2018.9.23
３）H30.7月大雨特別警報豪雨による被害状況
https://www.city.niimi.okayama.jp/media_images/files
/_HP_7_9_16__%285%29.pdf、2018.11.15
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